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Shannon Winnubst ed. 
Reading Bataille Now 
lndiana University Press, 2006 
パタイユの作品、か、
代的な経験やその形成 問題に対し 新しい思考の切り口を与えるものとしてパタイユ思想を用い ことを提案す 本書はパタイユの思想的著作のなかでも特に「呪われた部分」三部作を扱って る。いわゆる墨田遍経済論への試み』『エロティシズムの歴史』『至高性』の三作品がそれにあたる。「呪われた部分」の特徴は、経済論的な枠組みのなかで至高なものが論じられる点にある。本書は、主にパタイユの経済論のなかに、現代社会 問題を解決するための可能性を見出していく。
エロティシズムや宗教などのさまざまな具体的問























の概念が現在の経済や政治性 問題を打破する糸口が考察されている。以上で見るように、本書にはふたつの特徴を見いだせるだろう ひとつめの特徴は「呪われた部分」の経済論を軸とした論考が収められている点、二つめの特徴は論じ る領域が幅広い点である。本書評では、たくさんのテ
1
マを含む本書を包括的に書評で扱おうと
するのではなく、 に第二章「侵犯の快楽と神話」に収められ 「ユのクィア快楽ーーー蜘妹の網掛け、あるいは唾吐きとして 宇宙」を重点的に検討したい。というのも、この 考がパタイユのエロティシの問題を特に 的な視点から取り扱い、それ 同時 、九
0
年代に





























































































































































































楽についての考察の素材としてあるわけではない。む ろ『エロティシズムの歴史』が、生前 発刊される『エロティシズム』の草稿として位置づけられることに注目すべきだろう 両者 別の書物と言ってもよいほど改稿、か行われている。その方法論上の差異を岩野卓司 「『エロティシズムの歴史』では、科学的な視座から対象 分析がなされているの対し、〔:・〕『エロティシズム』では、科学的探求方法に対して経験的な方法の優位を唱えている」と指摘する 『エロティシズム 歴史』 エネルギ
l
の経済論を基盤として考察が進められたのに対し、『エロテイ
シズム』では内的な経験を重視しながら考察 進められる。そこでは、エロティシズムに て「主体」や「客体」と う単語を用いて科学的に記述するのではなく、まさに非
l知を実践することで「主体」も「客











図として完全に扱われるわけではない。しかし当論文をみてもわかるように、パタイユの経済論は有用性 ひ つの価値を超越するための基盤になる考え方を有している。本書が扱 テ
l
マの広さとその注目は、
パタイユの一般経済学の思想が、現代における政治や倫理の論戦に対してラディカルな批判 効果をもち、さまざまな問題への支配的な見方に対する検討を行うために有意義 ことの証左と っているといえよう。註(1)
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